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(54)【発明の名称】 内視鏡用光源装置

(57)【要約】
【課題】  異なった外径の複数種類のライトガイドコネ
クタに適合した複数種類のアダプタを用いることなく、
一つの光源装置によって異なった外径の複数種類のライ
トガイドコネクタを着脱自在に接続固定する内視鏡用光
源装置を提供すること。
【解決手段】  照明光を導光可能なライトガイドコネク
タ１２を、内視鏡用光源装置５内のコネクタ受け部材１
３内に挿入すると、その挿入を検知スイッチ１４が検知
して、ＣＰＵ１１を介してモータ１６を駆動制御してコ
ネクタ締付部材１５を牽引して該コネクタ締付部材１５
を収縮変位させ、その内側に配置されているコネクタ受
け部材１３を収縮させて挿入したライトガイドコネクタ
１２を保持固定する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  光源ランプから発生された照明光を導光
可能な異なった外径の複数種類のライトガイドコネクタ
を着脱自在にした内視鏡用光源装置において、
内径を可変させることにより挿入した前記ライトガイド
コネクタを着脱自在に保持固定するコネクタ受け手段
と、
前記コネクタ受け手段の内径を可変するよう駆動制御す
る駆動手段と、前記ライトガイドコネクタの挿入を検知
する検知手段と、前記検知手段によるライトガイドコネ
クタの挿入を検知することによって前記駆動手段を駆動
させ、前記コネクタ受け手段の内径を収縮させて挿入し
た前記ライトガイドコネクタを保持固定するように前記
駆動手段を制御する駆動制御手段と、を具備したことを
特徴とする内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ライトガイドコネ
クタの着脱機構を改良した内視鏡用光源装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、内視鏡を用いて体腔内などの直接
目視できない部位を観察することができる内視鏡装置が
医療分野、工業分野等において広く用いられている。こ
の内視鏡装置には、内視鏡における観察用の照明光を供
給する内視鏡用光源装置が設けられる。上記光源装置に
は、内視鏡のライトガイドのコネクタが接続され、該ラ
イトガイドに照明光を導くようになっている。
【０００３】前記光源装置におけるライトガイドコネク
タとの接続部には、内視鏡のライトガイドコネクタが着
脱自在に接続されるコネクタ受部が配設されている。
【０００４】このような内視鏡用光源装置としては、例
えば、特開平７－１９１２６８号公報に記載のものが提
案されている。この装置は、内視鏡のライトガイドコネ
クタを挿入保持するコネクタ受け部が設けられており、
このコネクタ受け部には、一対の超音波モータが配置さ
れていると共に、一方の超音波モータの近傍には該超音
波モータを側方から押圧するソレノドプランジャが配設
されて、検知手段がライトガイドコネクタの挿入を検知
すると、前記超音波モータによりライトガイドコネクタ
を光源装置内に引き込む方向の進行波が発生し、光源装
置のコネクタ受け部とライトガイドコネクタとの接続が
保持されるようになっている。ライトガイドコネクタの
着脱機構がこのような構成であると、内視鏡の重量がか
かる等してライトガイドコネクタに外力が加わった場合
においても、常に確実に接続を保持することが可能であ
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記特
開平７－１９１２６８号公報に記載の内視鏡用光源装置
は、同一外径のライトガイドコネクタとの接続不良防止
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には適しているが、異なった外径の複数種類のライトガ
イドコネクタを接続することはできない。そこで、異な
った外径の複数種類のライトガイドコネクタを、同一の
光源装置のコネクタ受け部に接続するためには、各ライ
トガイドコネクタに適合した複数種類のアダプタを用意
しておき、使用するライトガイドに合ったアダプタを選
択して使用している。しかしながら、このアダプタ方式
であると、各光源装置及び各ライトガイドコネクタに適
合したアダプタを用意する必要があり、しかもこの複数
のアダプタの使用前、使用後の保管、管理が煩雑であ
る。
【０００６】本発明はこれらの事情に鑑みてなされたも
ので、異なった外径の複数種類のライトガイドコネクタ
に適合した複数種類のアダプタを用意することなく、一
つの光源装置によって異なった外径の複数種類のライト
ガイドコネクタを着脱自在に接続固定することができる
ようにした内視鏡用光源装置を提供することを目的とす
る。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
本発明による内視鏡用光源装置は、光源ランプから発生
された照明光を導光可能な異なった外径の複数種類のラ
イトガイドコネクタを着脱自在にした内視鏡用光源装置
において、内径を可変させることにより挿入した前記ラ
イトガイドコネクタを着脱自在に保持固定するコネクタ
受け手段と、前記コネクタ受け手段の内径を可変するよ
う駆動制御する駆動手段と、前記ライトガイドコネクタ
の挿入を検知する検知手段と、前記検知手段によるライ
トガイドコネクタの挿入を検知することによって前記駆
動手段を駆動させ、前記コネクタ受け手段の内径を収縮
させて挿入した前記ライトガイドコネクタを保持固定す
るように前記駆動手段を制御する駆動制御手段と、を具
備したことを特徴とする。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１実施の形態）図１ないし図６は本発明の第１実施
の形態に係り、図１は内視鏡装置を示す概略構成図、図
２は内視鏡用光源装置の内部構造を示す説明図、図３は
図２においてライトガイドコネクタを光源装置に挿入し
て締結する状態を示す説明図、図４は図２において細径
のライトガイドコネクタを光源装置に挿入して締結する
状態を示す説明図、図５はコネクタ受け部材の変形例に
係り、ライトガイドコネクタを、４枚のコネクタ受け部
材を使用して締結した状態を示す説明図、図６はコネク
タ受け部材の変形例に係り、細径のライトガイドコネク
タを、４枚のコネクタ受け部材を使用して締結した状態
を示す説明図である。
【０００９】図１に示す内視鏡装置１は、内視鏡２と、
この内視鏡２の基端部に設けた接眼部に連設されるカメ
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ラヘッド３と、前記内視鏡２の基端部側の側部に連設さ
れるライトガイド４と、このライトガイド４を介して接
続される光源装置５と、前記カメラヘッド３に接続され
るカメラコントロールユニット（以下、ＣＣＵと称す）
６と、このＣＣＵ６に接続されるモニタ７とを主要部と
して構成される。
【００１０】この内視鏡装置１では、前記光源装置５の
内部に配設された光源ランプ８の出射光は、絞り９、ラ
イトガイド４、内視鏡２を介し被写体１０を照明し、そ
の照明光を受けた被写体１０の光学像は、内視鏡２を介
してカメラヘッド３内のＣＣＤ等の固体撮像素子（図示
しない）により撮像信号に光電変換されるようになって
いる。
【００１１】前記撮像信号は、ＣＣＵ６で映像信号とし
て信号処理された後、モニタ７へ送られ、モニタ７に被
写体１０を画像として表示できるようになっている。ま
た、前記光源装置５は、前記被写体１０の明るさが一定
となるように、光源ランプ８から発せられた光量を調整
するために、光源装置５の内部に、絞り９等を駆動制御
する駆動制御手段であるＣＰＵ１１が配設されている。
なお、前記内視鏡２は、その接眼部にカメラヘッド３を
装着することなく、直接この接眼部から被写体像を観察
することができることは当然である。
【００１２】図２は、内視鏡用光源装置５の内部構造を
示す説明図である。前記光源装置５は、フロントパネル
１７にライトガイドコネクタ挿入口を有し、この挿入口
と同軸上に、内径を可変させることにより挿入した前記
ライトガイドコネクタ１２を着脱自在に保持固定するコ
ネクタ受け部材１３が配設されている。このコネクタ受
け部材１３は、図２に示す如く上記軸方向にやや長尺に
形成されている。また、前記コネクタ受け部材１３の外
周側には、該コネクタ受け部材１３の内径を収縮駆動さ
せて挿入したライトガイドコネクタ１２を保持固定する
ための駆動手段としてのコネクタ締付部材１５が前後の
２箇所に配設されている。
【００１３】前記コネクタ締付部材１５は、固定端を固
定部材４０に固定すると共に、ループを形成して自由端
を前記固定部材４０の挿通孔から外側に延出し、この固
定部材の挿通孔から外側に延出した自由端側を牽引する
ことにより、ループ状のコネクタ締付部材１５の内径が
収縮し、このコネクタ締付部材１５の内周に等間隔に複
数配設されている前記コネクタ受け部材１３の内径が収
縮するようになっている。前記コネクタ締付部材１５の
自由端側は、駆動手段としてのモータ１６の出力軸側に
連結され、モータ１６の回転によりこのコネクタ締付部
材１５の自由端側を牽引するようになっている。
【００１４】前記コネクタ受け部材１３は、ライトガイ
ドコネクタ１２を挿入して保持固定することができるよ
うに曲面を持つ例えば３枚の部材で構成され、ライトガ
イド４の一端に配設されたライトガイドコネクタ１２を
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挿入して保持固定するように構成されている。また、こ
のコネクタ受け部材１３には、その前側の内周に挿入さ
れたライトガイドコネクタ１２を検出するための検知手
段としての検知スイッチ１４が配設されている。
【００１５】前記フロントパネル１７には、光源ランプ
８の点灯を確認するためのランプ表示窓１８が備えられ
ている。また、前記コネクタ受け部材１３の後方には、
例えば２枚のレンズ１９が光軸を一致して間隔をおいて
直列に配設され、その間には、前記した絞り９が設けら
れている。前記レンズ１９は、レンズ固定部材２１によ
り固定されている。また、上記２枚のレンズ１９の後方
には、光源ランプ８が配設されており、この光源ランプ
８は、ランプ電源２２によって点灯されると共に、この
光源ランプ８の後方には図示しないが反射部材が配設さ
れている。
【００１６】なお、前記検知スイッチ１４、モータ１
６、絞り９は、ＣＰＵ１１により制御されるよう構成さ
れている。
【００１７】このように構成された前記光源装置５は、
以下に説明するように作用する。まず、図２に示す前記
光源装置５のランプ電源２２を投入して、光源ランプ８
を点灯させる。この状態で、ライトガイド４のライトガ
イドコネクタ１２を光源装置の５のフロントパネル１７
に設けたコネクタ挿入口からコネクタ締付部材１５内に
配設されているコネクタ受け部材１３に挿入すると、ラ
イトガイドコネクタ１２に設けられた段差部が検知スイ
ッチ１４を押圧する。
【００１８】そうすると、検知スイッチ１４がオンして
ＣＰＵ１１を介しモータ１６を駆動させ、コネクタ締付
部材１５の自由端を牽引し、図3（ａ）から（ｂ）に示
すようにループ状のコネクタ締付部材１５の内径及びこ
のコネクタ締付部材１５の内周に配設されているコネク
タ受け部材１３の内径を収縮させて、挿入されたライト
ガイドコネクタ１２を保持固定する。前記モータ１６に
よるコネクタ締付部材１５の自由端側の牽引は、例えば
コネクタ受け部材１３によるライトガイドコネクタ１２
の締め付け力が所定量に達すると、その検出信号がＣＰ
Ｕ１１に入力され、このＣＰＵ１１はコネクタ締付部材
１５が所定の締め付け力を保持した状態で停止するよう
制御する。
【００１９】また、図４では、図３の場合よりも、ライ
トガイド４、ライトガイドコネクタ１２の外径が小さい
場合を示しているが、この場合にも、コネクタ受け部材
１３は、図４（ａ）の状態から図４（ｂ）の状態へと収
縮変位してライトガイドコネクタ１２を同様に保持固定
することができる。このようにライトガイドコネクタの
外径の大小にかかわらず、コネクタ締付部材１５の内周
に配設されたコネクタ受け部材１３により、ライトガイ
ドコネクタ１２を確実に保持固定することができるもの
である。
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【００２０】次に、ライトガイドコネクタ１２をコネク
タ受け部材１３から外すときは、所定の保持力以上の力
量でライトガイド４を引くことにより、図２で示す検知
スイッチ１４が解除される。このようにして検知スイッ
チ１４が解除されると、ＣＰＵ１１を介しモータ１６の
出力軸を逆回転させることにより、コネクタ締付部材１
５の自由端側が弛緩されることとなり、該コネクタ締付
部材１５の内径が広がり、コネクタ受け部材１３の保持
力が開放される。
【００２１】また、点灯した光源ランプ８から発生され
る照明光は、レンズ１９を介し平行光となるが、一部は
散乱する光となる。散乱した光は、レンズ１９を固定し
ているレンズ固定部材２１に設けられた孔を通り、フロ
ントパネル１７内に設けられたランプ表示窓１８に到達
し、光源ランプ８が点灯していることを確認できるもで
ある。
【００２２】なお、コネクタ受け部材１３の配置個数
は、図５に示すように４枚構成であっても良く、または
それ以上の数のコネクタ受け部材を配置して構成しても
良い。この場合も、図３、図４の場合と同様に、コネク
タ受け部材１３ａは、図５（ａ）の状態から図５（ｂ）
の状態へと内径が収縮変位し、また、それよりも径が小
さい場合も、図６（ａ）の状態から図６（ｂ）の状態へ
と内径が収縮変位してライトガイド１２を保持固定する
ことができる。
【００２３】この結果、本実施の形態は、ライトガイド
コネクタ１２の外径が異なるもの複数種類を、従来の如
くアダプタを用いることなく光源装置５に挿入し使用す
ることができるものである。
【００２４】（第２実施の形態）図７ないし図９は本発
明の第２実施の形態に係り、図７は内視鏡用光源装置の
内部構造を示す説明図、図８は図７においてライトガイ
ドコネクタを光源装置に挿入して締結する状態を示す説
明図、図９は図７において細径のライトガイドコネクタ
を光源装置に挿入して締結する状態を示す説明図であ
る。なお、図７ないし図９に示す内視鏡用光源装置５の
構成は、上記第１実施の形態の構成とほぼ同様であるか
ら、第１実施の形態と同様の構成部材には同じ符号を付
し、その説明を省略する。
【００２５】第２実施の形態が第１実施の形態と構成上
で異なるのは、コネクタ受け手段としてコネクタ受け部
材１３に代えて永久磁石で構成されたコネクタ受け部材
２３を用い、また駆動手段としてコネクタ締付部材１５
に代えて、電磁石で構成されたコネクタ締付部材２４を
使用している点である。なお、前記コネクタ締付部材２
４としての電磁石と、コネクタ受け部材２３としての永
久磁石は、前記電磁石に順方向の電流を流すときはその
対向面を同極として、反発しあうように構成されてい
る。また、ライトガイドコネクタ１２を光源装置５から
引き抜くためにコネクタ部材２３による締付けの解除ス
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イッチ２５が設けられている点でも異なる。
【００２６】このように構成された内視鏡用光源装置５
は、以下に説明するように作用する。ライトガイドコネ
クタ１２の検知までの作用は、第１実施の形態と同様で
ある。検知スイッチ１４がＣＰＵ１１を介しコネクタ締
付部材２４に電流を流すと、該締付部材２４を構成する
電磁石が磁力を発生し、永久磁石で構成されたコネクタ
受け部材２３は電磁石で構成されたコネクタ締付部材２
４と反発して中心方向に移動して、図８（ａ）の状態か
ら図８（ｂ）に示す状態となってライトガイドコネクタ
１２を保持固定する。これによって、ライトガイド４に
光源ランプ８からの光を供給することが可能となる。
【００２７】また、これとは反対に、ライトガイド４を
引き抜くときは、フロントパネル１７内に配置された解
除スイッチ２５を押圧することで、ＣＰＵ１１を介して
コネクタ締付部材２４である電磁石に逆方向の電流を流
して永久磁石であるコネクタ受け部材２３の対向面とは
異なった極にする。そうすると、永久磁石であるコネク
タ受け部材２３は、前記電磁石であるコネクタ締付部材
２４に吸着されて外周側方向に移動し、コネクタ締付部
材２４の内周面に吸着する。これによって、コネクタ受
け部材２３の保持力が開放される。
【００２８】また、図９では、図８の場合よりも、ライ
トガイド４、ライトガイドコネクタ１２の径が小さい場
合を示しているが、本実施の形態でも第１実施の形態と
同様に、径の大小にかかわらずコネクタ締付部材２４の
内周に配設されたコネクタ受け部材２３により、前記ラ
イトガイドコネクタ１２を確実に保持できるにようにな
っている。
【００２９】なお、前記コネクタ受け部材２３の個数
は、第１実施の形態と同様に、４つ又はそれ以上の固定
部材でも良い。この結果、本実施の形態の効果は、第１
実施の形態と同様になる。尚、本発明は、前記した実施
の形態にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を
逸脱しない範囲で種々の変形実施可能である。
【００３０】［付記］
（付記項１）  光源ランプから発生された照明光を導光
可能な異なった外径の複数種類のライトガイドコネクタ
を着脱自在にした内視鏡用光源装置において、内径を可
変させることにより挿入した前記ライトガイドコネクタ
を着脱自在に保持固定するコネクタ受け手段と、前記コ
ネクタ受け手段の内径を可変するよう駆動制御する駆動
手段と、前記ライトガイドコネクタの挿入を検知する検
知手段と、前記検知手段によるライトガイドコネクタの
挿入を検知することによって前記駆動手段を駆動させ、
前記コネクタ受け手段の内径を収縮させて挿入した前記
ライトガイドコネクタを保持固定するように前記駆動手
段  を制御する駆動制御手段と、を具備したことを特徴
とする内視鏡用光源装置。
【００３１】（付記項２）  光源ランプで発生された照
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明光を導光可能な複数種類の外形寸法を有するライトガ
イドが着脱自在な内視鏡用光源装置において、前記ライ
トガイドを締結して把持可能な把持手段と、前記把持手
段を駆動する駆動手段と、装置内に給電するための電源
手段と、前記電源手段の動作に基づいて、前記駆動手段
を制御する駆動制御手段と、を具備したことを特徴とす
る内視鏡用光源装置。
【００３２】（付記項３）  前記コネクタ受け手段又は
把持手段は前記ライトガイドの外周に当接し、複数のコ
ネクタ受け手段又は把持部材で固定可能とする形態であ
ることを特徴とする付記項１又は付記項２記載の内視鏡
用光源装置。
【００３３】（付記項４）  前記駆動手段は、前記ライ
トガイドの外周に当接する前記コネクタ受け手段又は把
持手段を収縮変位させるものであることを特徴とする付
記項１又は付記項２記載の内視鏡用光源装置。
【００３４】（付記項５）  前記前記コネクタ受け手段
又は把持手段は、永久磁石で構成されたコネクタ受け部
材であることを特徴とする付記項１又は付記項２の内視
鏡用光源装置。
【００３５】（付記項６）  前記駆動手段は、モータ及
びこのモータにより牽引されるコネクタ締付部材である
ことを特徴とする付記項１又は付記項２記載の内視鏡用
光源装置。
【００３６】（付記項７）  前記駆動手段は、電磁石で
構成されたコネクタ締付部材であることを特徴とする付
記項１又は付記項２記載の内視鏡用光源装置。
【００３７】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、異
なった外径の複数種類のライトガイドコネクタに適合し
た複数種類のアダプタを用いることなく、一つの光源装
置によって異なった外径の複数種類のライトガイドコネ*
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*クタを着脱自在に接続固定することができる効果があ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】内視鏡装置の概略構成図、
【図２】本発明の第１実施の形態である内視鏡用光源装
置の内部構造を示す説明図、
【図３】図２においてライトガイドコネクタを光源装置
に挿入して締結する状態を示す説明図、
【図４】図２において細径のライトガイドコネクタを光
源装置に挿入して締結する状態を示す説明図、
【図５】コネクタ部材の変形例に係り、図２においてラ
イトガイドコネクタを光源装置に挿入し、４枚のコネク
タ受け部材を使用して締結した状態を示す説明図、
【図６】コネクタ部材の変形例に係り、図２において細
径のライトガイドコネクタを光源装置に挿入し、４枚の
コネクタ受け部材を使用して締結した状態を示す説明
図、
【図７】本発明の第２実施の形態である内視鏡用光源装
置の内部構造を示す説明図、
【図８】図７においてライトガイドコネクタを光源装置
に挿入して締結する状態を示す説明図、
【図９】図７において細径のライトガイドコネクタを光
源装置に挿入して締結する状態を示す説明図。
【符号の説明】
４・・・・・・ライトガイド
５・・・・・・内視鏡用光源装置
８・・・・・・光源ランプ
１１・・・・・ＣＰＵ
１３・・・・・コネクタ受け部材
１４・・・・・検知スイッチ
１５・・・・・コネクタ締付部材
１６・・・・・モータ

【図１】 【図２】
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